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要約 

【課題】 

従来技術では、ファンは単段あるいは複数段で、全段とも一体構造で一つの低圧タービンで駆動している

ため、同一方向に同じ回転数で作動する。低燃費化と低騒音化のためには高パイパス比化が必要であ

るが、限界に近づいている。これに対し、ファンを２重反転することでさらなる低燃費化と低騒音化を実現

できる可能性が検討されており、その方式として、低圧タービンの動翼と静翼を２つのファンに別々に接続

し静翼であった部分を２重反転させる構造や、低圧タービンは従来と同じ構造で２段のファンの間にギア

構造を設けて相互に２重反転する構造が考案されている。しかし、前者は、指示構造や軸受構造が複雑

となり、重量増加や整備困難となるデメリットがあり、後者は、ファンの間にギア構造を設けるため、軸間

距離が長くなり、構造の複雑化と重量増のデメリットがある。 

【解決手段】 

ファンを２重反転させる構造として、２つの段のファンの間に２重反転する構造の電動モータを設け、低圧

タービンにより発電機を駆動して得られる電力により電動モータを駆動する構造を考案した。電動モータも

高出力・軽量化が進んでおり、その成果も取り入れることにより、重量の増加やメンテナンス性の低下を

抑え、低燃費化と低騒音化を実現することが可能な航空機用推力発生装置を提供することができる。 

特徴／ 

セールスポイント 

・ファンを電動化することにより、低圧タービン静翼の２重反転やファン２重反転用ギアなどの機械的駆動

方式より構造が簡素化できる。 

・軽量化と低燃費化が期待できる。 

主な応用分野 航空機用エンジン（電動化） 

開発状況 

ガスタービンエンジンとパワーエレクトロニクス要素を組み合わせたハイブリッドエンジンシステムモデル

の構築と連成シミュレーションを実施中。 

２重反転式ファンは概念検討の段階であり、今後、ファンの空力設計最適化とともに、これに組み込み可

能な電動モータやバッテリを含めたパワーエレクトロニクス要素の高出力化・軽量化の成果を取り込むこ

とが必要となる。 
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